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2026 年３月期第２四半期（中間期）業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2025 年５月 15 日に公表しました 2026 年３月期第２四半期（中間期）業績予想と本日公表の実績にお

いて差異が発生いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績の差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,870 582 542 370 45.96 

今回実績（B) 5,073 423 380 238 29.58 

増減額(Ｂ－Ａ) △796 △158 △161 △131 ― 

増減率（%） △13.6 △27.3 △29.9 △35.6 ― 

(参考) 

前連結第２四半期（中間期）実績 

(2025 年３月期第２四半期) 6,685 687 653 445 55.37 

 

  



２．2026 年３月期第２四半期（中間期）の個別業績予想と実績の差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,123 433 300 37.27 

今回実績（B) 4,355 292 190 23.67 

増減額(Ｂ－Ａ) △767 △140 △109 ― 

増減率（%） △15.0 △32.5 △36.5 ― 

(参考) 

前第２四半期（中間期）実績 

(2025 年３月期第２四半期) 5,938 554 380 47.23 

 

 

３．差異の理由 

2026 年 3 月期中間期連結会計期間の業績につきましては、不動産・建設事業において、棚卸在庫の減少に

加え、売上可能な物件の確保の遅延、原価高騰による消費マインドの鈍化が予想を上回ったことなどにより、

連結売上高は業績予想対比で 13.6％、796 百万円の減収となりました。 

連結営業利益は、売上減少が要因となり業績予想対比 27.3％、158 百万円の減益となりました。 

連結経常利益は、売上減少はしたものの営業外収益は、ほぼ同水準となり業績予想対比 29.9％、161 百万

円の減益となりました。 

親会社に帰属する中間純利益は、特別損益や租税等の差異はないものの業績予想対比 35.6％、131 百万円

の減益となりましたが、他のセグメントの業績は、ほぼ予想通りの水準となりました。 

個別の業績につきましても連結と同様の理由によるものです。 

 

４．今後の見通し 

2026 年 3 月期の通期業績予想につきましては、2025 年 5 月 15 日に公表した数値から変更はございませ

んが、本件以外の要因も含めて、適正かつ合理的に算定するこができ次第、修正を公表いたします。 

以 上 


